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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 291,143 15.1 21,933 165.9 22,447 153.4 16,438 244.7
22年3月期第3四半期 252,859 △22.3 8,249 △14.7 8,859 13.7 4,769 △16.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 197.67 ―

22年3月期第3四半期 58.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 322,075 148,466 45.8 1,772.75
22年3月期 330,040 150,789 45.5 1,805.06

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  147,424百万円 22年3月期  150,111百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

現時点では期末配当予想額は未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 15.00 20.00
23年3月期 ― 15.00 ―

23年3月期 
（予想）

― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 385,000 9.7 29,000 97.9 29,000 85.0 20,000 188.1 240.50



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績の予想は、発表日現在入手可能な情報、仮定並びに判断に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の経営環境の変化などにより予想数
値と異なる可能性があります。 
２．期末配当につきましては、今後の状況を見極め実施の可否及び配当金額を改めて公表させて頂きます。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 83,161,700株 22年3月期  83,161,700株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  296株 22年3月期  296株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 83,161,404株 22年3月期3Q  81,928,203株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、中国、インドを初めとする新興国で引き続き力強い景気拡大

が継続する一方、日米欧などの先進諸国では金融危機後の諸課題を抱える中、景気回復は緩やかなものに留まり、

景気動向の二極化が顕著となりました。 

   このような経済環境下、世界の自動車生産台数は概ね好調に推移しました。特に、米国では前年に比較して 

  生産、販売とも大幅に回復すると共に、前年に世界一の自動車生産国となった中国でも生産、販売とも大きく伸 

  張しました。 

    その結果、当企業グループの業績も世界の自動車生産台数の回復に歩調を合わせ、全ての地域で順調な結果とな

   りました。当企業グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は2,911億43百万円（前年同期比15.1％ 

   増）となりました。利益面でも増収に伴う利益増に加え、引き続き原価低減など経営全般にわたる合理化、効率 

   化活動に取り組んだ結果、営業利益は219億33百万円（前年同期比165.9％増）、経常利益は224億47百万円（前年 

   同期比153.4％増）となりました。また、四半期純利益は164億38百万円（前年同期比244.7％増）となりました。 

   

   

   セグメント別の業績につきましては、以下の通りであります。 

 

① 日本 

 日本におきましては、エコカー補助金制度終了の影響もあり、10月以降の自動車の国内販売台数は前年比で減少

しましたが、当社への影響は軽微に留まりました。その結果、累計での売上高は874億63百万円と前年同期比

13.1％の増収となりました。また、営業利益面では引き続き徹底したコスト削減に取り組んだ結果、82億88百万円

と前年同期比70.4％の増益となりました。 

  

② 米州 

 米州におきましては、米系自動車会社が前年同期比二桁の増産となり、当社もその増産効果を享受し、予想以上

の業績回復を示しました。売上高は1,170億9百万円と前年同期比13.8％の増収となると共に、営業利益面でも増収

に伴う増益があり、30億62百万円となりました（前年同期は37億65百万円の営業損失）。 

  

③ 欧州 

 欧州におきましては、域内での自動車販売は引き続き低迷しましたが、ユーロ安の追い風を受けて、主にドイツ

車のアメリカ、中国向けを中心とした輸出が好調に推移しました。その中で当社は欧州販売の主要顧客であるドイ

ツ系自動車会社向け販売が引き続き好調に推移した結果、売上高は781億95百万円と前年同期比11.0％の増収とな

りました。また、営業利益も増収に伴う増益により25億28百万円と前年同期比181.8％の増益となりました。 

  

④ アジア 

 アジアにおきましては、中国での自動車生産台数が引き続き好調に推移したことに加え、アジア域内向け自動車

輸出拠点となったタイでの生産も伸張しました。その結果、売上高は615億43百万円と前年同期比15.1％の増収と

なりました。また、営業利益も増収に伴う増益により83億26百万円となり、前年同期比25.8％の増益となりまし

た。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、3,220億75百万円と、前期末に比して79億64百万円の減少となりまし

た。これは、現金及び現金同等物は1,028億27百万円と引き続き厚めの手許流動性を確保する一方、円高の進展に

より外貨建て資産の円貨換算額が減少したことが影響しております。 

 負債につきましては、同期間末で1,736億9百万円と、前期末に比して56億41百万円の減少となりました。資産と

同様、円高の進展による円貨換算額の減少が主因となっております。 

 純資産につきましては、164億38百万円の四半期純利益を計上したものの、円高の進展による為替換算調整勘定

の減少、有価証券の含み益の減少等により、全体として前期比23億22百万円減少の1,484億66百万円となりまし

た。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の世界経済は高止まりする失業率、金融不安などを抱えながらも緩やかな経済成長を続ける日米欧の先進諸

国と、旺盛な個人消費を背景にダイナミックな成長が期待されている中国、インド、東南アジア諸国を中心とする

新興諸国との二極化が益々顕著になると予想されます。 

  また、世界の自動車業界につきましては、米国の自動車生産台数は堅調に回復傾向に向かっているものの、欧州

では域内での販売低迷は継続するものと思われます。また日本ではエコカー補助金制度終了に伴い一定水準までの

生産、販売の減少傾向が続くものと予想されます。一方、中国、インドを中心とする新興諸国での自動車生産、販

売は引き続き好調な推移が見込まれます。 

  

 当企業グループの通期業績予想は、当第３四半期累計期間までの実績と以上のような各地域での状況を総合的に

勘案し、売上高は3,850億円（前期比9.7%増）、利益面では営業利益290億円（前期比97.9%増）、経常利益290億円

（前期比85.0%増）及び当期純利益200億円（前期比188.1%増）となる見込みです。 

 当企業グループとしましては今後とも全社を挙げての原価低減、固定費削減などあらゆる経営努力を実行し、収

益向上に努める所存でおります。 

  

なお、前提となる為替レートは１米ドル＝80円、１ユーロ＝110円です。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期 

間按分する方法により算定しております。 

② 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発生状況に 

著しい変化がないと認められる場合に、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを

利用する方法を適用しております。 

③ 税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会 

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及 

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用してお 

ります。 

  これによる営業利益、経常利益に与える影響はなく、税金等調整前四半期純利益は75百万円減少しております。

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 89,613 84,690

受取手形及び売掛金 58,813 63,302

有価証券 15,700 16,000

たな卸資産 41,254 41,727

その他 21,042 18,468

貸倒引当金 △677 △726

流動資産合計 225,747 223,462

固定資産   

有形固定資産 68,858 76,946

無形固定資産 3,285 3,645

投資その他の資産 24,185 25,985

固定資産合計 96,328 106,577

資産合計 322,075 330,040

負債の部   

流動負債   

買掛金 22,169 25,822

短期借入金 7,104 8,324

コマーシャル・ペーパー 5,000 3,000

1年内返済予定の長期借入金 18,987 16,368

未払法人税等 6,311 4,701

製品保証引当金 18,095 18,457

その他 25,769 28,199

流動負債合計 103,438 104,874

固定負債   

社債 10,000 －

長期借入金 41,611 54,000

退職給付引当金 7,448 8,089

役員退職慰労引当金 1,882 1,905

その他 9,228 10,380

固定負債合計 70,170 74,375

負債合計 173,609 179,250
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 41,862 41,862

資本剰余金 42,328 42,328

利益剰余金 101,929 87,921

自己株式 △0 △0

株主資本合計 186,119 172,110

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 4,372 4,638

繰延ヘッジ損益 80 △36

為替換算調整勘定 △43,147 △26,601

評価・換算差額等合計 △38,694 △21,999

少数株主持分 1,042 677

純資産合計 148,466 150,789

負債純資産合計 322,075 330,040
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 252,859 291,143

売上原価 212,782 234,767

売上総利益 40,076 56,375

販売費及び一般管理費 31,827 34,442

営業利益 8,249 21,933

営業外収益   

受取利息 472 577

受取配当金 102 160

為替差益 730 179

その他 1,191 954

営業外収益合計 2,497 1,871

営業外費用   

支払利息 1,128 921

その他 758 436

営業外費用合計 1,886 1,357

経常利益 8,859 22,447

特別利益   

固定資産売却益 146 －

貸倒引当金戻入額 381 －

受取和解金 － 275

特別利益合計 528 275

特別損失   

固定資産除却損 90 －

事業再編損 1,087 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 75

特別損失合計 1,178 75

税金等調整前四半期純利益 8,209 22,647

法人税等 3,331 6,024

少数株主損益調整前四半期純利益 － 16,622

少数株主利益 108 184

四半期純利益 4,769 16,438
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 8,209 22,647

減価償却費 13,239 10,706

固定資産除売却損益（△は益） △56 18

事業再編損失 1,087 －

受取利息及び受取配当金 △575 △738

支払利息 1,128 921

売上債権の増減額（△は増加） △13,731 △1,157

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,673 △3,705

仕入債務の増減額（△は減少） 4,785 △1,271

その他の流動資産の増減額（△は増加） 721 △2,167

その他の流動負債の増減額（△は減少） 3,866 △23

その他の固定負債の増減額（△は減少） 115 1,035

その他 3,265 2,373

小計 18,381 28,640

利息及び配当金の受取額 575 738

利息の支払額 △1,003 △848

事業再編による支出 △1,412 △138

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 169 △6,356

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,709 22,034

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,762 △9,832

有形固定資産の売却による収入 621 102

無形固定資産の取得による支出 △466 △480

その他 △719 △722

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,327 △10,932

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,746 △1,000

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △1,000 2,000

長期借入れによる収入 34,405 1,117

長期借入金の返済による支出 △9,287 △9,123

社債の発行による収入 － 10,000

配当金の支払額 △819 △2,494

その他 △1,444 186

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,892 685

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,504 △7,171

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,014 4,616

現金及び現金同等物の期首残高 98,348 98,210

現金及び現金同等物の四半期末残高 97,333 102,827
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該当事項はありません。 

  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  （注）１．国又は地域は、地理的隣接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、イギリス、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、中国、韓国、インド  

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的隣接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、イギリス、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、中国、韓国、インド 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                     

(1）外部顧客に対する売上高  51,462  92,956  67,714  40,725  252,859 -  252,859

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 25,879  9,875  2,748  12,745  51,249 (51,249)  - 

計  77,341  102,832  70,463  53,471  304,109 (51,249)  252,859

営業利益又は営業損失(△)  4,864  △3,765  897  6,617  8,614 (365)  8,249

  米州 欧州 アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  93,562  63,593  41,596  198,752

Ⅱ 連結売上高（百万円） - - -  252,859

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 37.0  25.1  16.5  78.6
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当企業グループは、グローバルに自動車安全部品の生産・販売を行っており、日本、米州、欧州、およびアジアと

いう4地域を経営管理の単位としております。 

 各地域は独立した経営単位として、各々が包括的な戦略立案をし、事業活動を展開しております。したがって、当

企業グループは、生産・販売体制を基盤とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「米州」、 

「欧州」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。 

 また、各報告セグメントでは、シートベルト及びエアバッグを主力に、ステアリング・ホイール、トリム、チャイ

ルドシート等、自動車安全にかかる部品を幅広くあつかっております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

(注)１．セグメント利益(営業利益)の調整額△271百万円には、セグメント間取引消去△217百万円、およびのれん償

却△54百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

３．各報告セグメントに属する主な国は、下記のとおりであります。 

 米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

 欧州・・・ドイツ、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

 アジア・・・中国、フィリピン、タイ、韓国、インド  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

  

  

  

  

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円）

調整額 
（百万円） 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 
（注）２ 

売上高             

(1）外部顧客への売上高  61,034  107,444  74,497  48,167  291,143  －  291,143

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 26,429  9,564  3,697  13,376  53,068  △53,068  －

  計  87,463  117,009  78,195  61,543  344,212  △53,068  291,143

セグメント利益  8,288  3,062  2,528  8,326  22,205  △271  21,933

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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